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宇宙関係条約の締結に当たって必要な国内

法令に関する基本事項について　（報告）
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は じ め に

　宇宙関係条約特別部会は，昭和50年3月12日の宇宙開発委員会決定（

別紙）に基づき特別部会として設置され，　「宇宙物体により生ずる損害の国

際的賠償責任に関する条約」　（以下「損害賠償条約」という。）　「宇宙空間

に発射された物体の登録に関する条約」　（以下「登録条約」という。）及び

「宇宙飛行士の救助，宇宙飛行士の送還及び宇宙空間に発射された物体の返

還に関する協定」　（以下「救助返還協定」という。）　（以下上記の2条約1

協定を総称して「宇宙関係条約」という。）の締結に当たって必要舜国内法

令漏する基本事項ゆ呼融審謝ることを付託された・このため・

本特別部会は，別表1の構成によって昭和50年4月’17日以来4回転わたり，

　　　　　　　　　　　　　会議を開催するとともに：，それと併行して別表2の構成による作業グループ

を設けて宇宙関係条約の締結に伴って生ずる国内法上ゐ主要な問題及びこれ

剛処するために必要姻内措置につい噸重据議を鄭てきたが，この

たびその結果をとりまとめたので報告する。

　なま“，本報告書の第1部から第3部までほ，上記作業グループの報告によ

るものである。
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別　紙

　　　　　　宇宙関係条約特別三会ゐ三三について・

　　　　　　　　　　　　　　　　　’ご　・～・・昭和50年3月．・2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　　定

　宇宙開発委員会は，　「宇宙物体により生ナる演害あ国際的賠償責任に関す

る条繊「搬間に三三さ峠物体の登郷関三三」旧び．∫宇宙飛

行士の三三三三≠の騨及嘩甥三冠た物体の返還回

る嗣（以下rr聯条幅い’うのの雛に関す幽幽の審謙

資するため・「部会b畿獣っ匠’」（三和5・年2月、2鹸醐発委

員会決定1・の蜘r定繍別騨：し，て宇宙関係条約特別部会を設置

する。　　　　　　一一　　・　　　　　・　：・．

1．審議事項

宇醐係条約三部三三麟条糸勺轍に当たって必要な」国内法

令に�髟�f疎つい旧記識る6：∫∫≒　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　幽謄　　　：｝；

2．r

R議期間

1の三Oは・回忌鯛四三こζ縄とする．

、
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別表1
三関三条三三部会の轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

部会懸即急藤東禧　　に、
委　員　　　　山　県　昌　夫
　　　　　　　　　（51．3まで）

　　　　　　　網　島　　レ毅

上職5墾5嚢ら）

　　　　　　　斎　藤　成　文

専門委員　　　浅　沼・　　強　東京大学宇宙三聖研究所長

　　　　　　　　　．（51．6まで）

　　　　　　　五十嵐　寿　一・　　同　　上
　　　　　　　　　（51．6から）

　　　　　　　層石川．晃　夫　郵政省電波監理局長

　　　　．鳶　　伊・原　義　徳　科学技術庁研究調整局長

　　　　　　　　　（51．3まで）

　　　　　　　大　沢　弘　之　1　同　　上
　　　　　　　　　（5L3からr・L8まで）

　　　　　　　園山重道　 同’縺@’
　　　ゼ　　　　　（51．8から）

　　　　　　　川　島　一　郎　法務省民事局長
　　　　　　　　　（5α1↑まで）．

　　　　　　　香川保一1同上
　　　　　　　　　（50．■1から）・
　　　　　　　木柏　宏一文部省学術国際局長

　　　　　　　　　（51．7まで）

　　　　　　　今村　武，俊　　同　上
　　　　　　　　　（5・17から）

　　　　　　　塩、野　　　宏・東京大学法学部教授

　　　　　　　鈴木文彦外務省国際連合局長
　　　　　　　　　（50．11まで）

　　　酢　板川美雄　伺　上
　　　　　　　　　（5α11カ｝ら）．
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別表2

千．賀　鉄　也　（社）経済団体連合会常務理事

竹内道誰大蔵省主計局長
　　（50．11まで）

吉　瀬　維　哉　　　同　　上
　　（5『0．11から）　　1

中歯7肇で導輸省大臣三三謙’

真　島・　　健　　　同　　上
　　（51・7カ≧ら）

星　野　英　一　東京大学法学部教授

松浦陽恵宇醐三業融理事長

山　本　草　二　東回大学法学部教授・

／作業グループの構成

主　　査

　　　’

星　野　英　一　東京大学法学部教授

塩　野、　　宏　東京大学法学部教授

山本草二東北大学法学部教授

伊讐3鮒学技術庁研究三三
大　沢　弘　之　・　伺　　上
　　（5ユ．．3から51．8まで〉

園・山　重道　　　同　一上
　　（5L8から）

、
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　3．宇宙関係諸条約べの各国の加入状況………………………∵・………150

〆

概説

　　　　（宇宙関係条約の要旨）

　　　　　宇宙関係条約は，　「月その他の天体を含む宇宙空間の探査及呑利用に澄け

　　　、る国家濁を鋤る原則回する条約」（以下「宇旧約」と広う。）の規

　　　　定を具体化し，その手続を定めたものである。

　　　　　田舞賠償条繍・寸断鯉…ケヅ噂の縮物体回る三三する．国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　馬家及び卵塔際礪の国際法上の離責任及びそれをめぐる紛争鰍の手

　　　　続旋めたものであり潮時のほか・本文2噛条からなっている．∫

　　　　　登録条約は・地球軌道又はそれ以遠に打ち上げられた宇宙物体三三録

　　　　制度の確立澄銚れた宇宙物体に関する情報の国連事務総長への三図び

　　　　雛舞えた縮物体又脆険・有害ρ澄それがある宇宙物体の識別のため
　E

l：響撫ことを藤ので蝋型及瀬2箇繍・
｝
㌧

釧働鋤返還齪は淳謙行士の鋤・送還及び縮雛の返還祀る縮

｝条糠脚体化し・そ騨について定燃の働，前文及び数

　　　　10箇条からなっている。

（検討のi手順及び方法）　　　　　　　　　、．　＼

縮関係条約の雛畔らて生穿る国内法上の主要姻題（以下「国内問

題」という・）及びこれに回するため剛要田艦置の盤鹸討を行

うに当たっては・宇宙関係条約の各条三つい1て次の手順及び方法を採用し

た。　’　！1

「’1一

ボ
凹



（D　条約に基づき国家が負う義務及び取得する権利1（地位）並びに現行国

　内溢に基づく国家の義務及び権利（地位）のそれぞれを考察し，比較・

　検討する。

・㊥　（Dの考察に基づき国内問題を摘出。整理する。

㊥　、㈹め国内問題に対処するため可能な国内借置を提示する。∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬

㊥　㈹Q国内措置のうちから，その甲内措置の効果，他め関連する法制又．

　は制度の均衡等を配慮し，適切な国内措置を選定する。　1勺

（国内問題の摘出ら整理及び国内借置の提示娠選定に当たっての前提条件）

　　　　　　　　　　　　　　　モ　国内問題の摘出・整理及び国内措置の提示。選定に当たっては，我が国：の

宇宙開発の現状及び当面予測される将来の動向を踏まえ，

　　　を前提条件とした。
　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　　　また・この報告に器いては「宇宙物体」を宇宙開発それ自体を目的として

　　　打ちキげ猟利用される物体（人工鯉・三田麟これらの打王げ用

　　　ロヶッ噂）に阪回して検討結果をと籔と販．

一難∴＿＿」．「総録＿び「第、

べ救助返三三」として各回ごとにとり蓑とめた・

　　　1結論を要約すると，宇三三条約の雛に葎って生ず三内問題に対処す

　　1るに当たっては漸濫立三三を講ずることが劉しいか疎はそれが必

　　要である拷えられる問凱あるが既述の鞭条件㊧もとに紳ては，こ

　　れらの面謝ついても当面は，政府部内の興野ど現行国内齢の運蔽よ

　　って対処できるものと考えられる。』

①鷹我が国の鰍から人工総・ケヅト等碗物体の批げを行止

　う纐あるいは・打上げ三三さ旧い三関妹三献三三臨空研究

黎1鰍興業r細事芋団」ζ卿廼

②　登録条約の登録の対象となる三三物体の追跡は，事業団が嗜酒的に右う

　こと，、『　　　　’　　一　　　　・、　　　　　　　・　　　’

　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　　　　　　　　　一2一　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　「
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